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員が連携し、加工品開発、地元直売所での販売、イベント出店などを行っている。

また、学生が中心となって、地元飲食店に収穫したイタリア野菜をサンプルとし

て提供し、メニュー化に向けた 活動を推進しているほか、 で試作メニュー

の紹介を行い、直売所での購買に繋げる活動を行うことで、地産地消の促進およ

び胎内市の特産品化に向け「たいない特産品研究会」の活動に参加・協力する生

産者を増やす活動にも取り組んでいる。その他、胎内市内の小中学校の学校給食

へイタリア野菜を使用したメニューの提供、集落の草刈りやワイン用ブドウ収穫

などのボランティア活動にも学生が中心となって積極的に参加している。

③ 学生教育活動への還元

⚫ 活動を通じて地域社会や企業・団体が抱える食や農に関わる様々な課題に対して

考え、行動することで、学生が自身の成長につながる機会としている。６次産業

化クラブでは、胎内市に伝わる幻の枝豆「ろくすけ豆」を栽培し、福祉施設の協

力のもと納豆の商品化を目指している。その他、耕作放棄地を活用した無農薬米

の栽培活動、マコモタケの生産から今後の商品化に向けた地元活性化の推進、胎

内市産のさつまいものブランディング化など、学生主体でカリキュラム以外の活

動を実施している。主な学生プロジェクトは以下の通りで、地域の方々との交流

を通じて多くのこと経験し学んでいる。

＜主な学生プロジェクト＞

・農福連携による納豆製造プロジェクト（ろくすけ豆の栽培から納豆製造）

・たいない里山ウェルカム プロジェクト（集落の魅力発信）

・マコモタケプロジェクト（マコモタケの栽培から商品開発）

・神楽米プロジェクト（耕作放棄地での昔ながらの米栽培）

・さつまいもブランド化プロジェクト（胎内市産さつまいものブランド化）

・ベルナティオとの連携プロジェクト（ ｓをテーマとした食のイベント）

（ ） － の改善・向上方策（将来計画）

⚫ 教育研究資源を最大限に活用し、食料産業分野および地域社会の発展に向けた、

取り組みを継続する。特に、連携協定先との協定に基づく事業を更に活性化する

とともに、新たな連携協定締結に向け連携先の開拓を行う。また、各種事業は

における のゴールとの関連性を踏まえて計画立案し、 への貢献に向けた

取り組みとしても積極的に推進する。

【基準 の自己評価】

⚫ 産官学連携について、順調に連携協定先を開拓し社会連携活動を推進している。

⚫ 活動実績を踏まえ、産官学連携に基づく取り組みを実行している。

⚫ 活動実績を踏まえ、社会連携活動が学生教育活動へ還元されている。

⚫ 以上のことから、「基準Ｂ 地域連携」を満たしていると判断する。
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ⅤⅤ．．特特記記事事項項

．． 学学生生がが主主体体ととななっったた地地域域テテーーママのの掘掘りり起起ここししとと卒卒論論研研究究にによよるる商商品品化化

⚫ 本学では地域に根ざした教育・研究を重視しており、学生に対する柔軟な支援体制を

整えている。学生が自らの発想を原点とし、教員の科学的な視点からの指導を得て、

商品化・販売を短期間で実現している。

⚫ 学生のグループがサツマイモ品種「ベにはるか」のブランディングを地域の農家と市

民とともに行い、この品種の栽培特性、加工特性、流通方法などに関して、複数の卒

論としてとりまとめるとともに、地域の菓子店等と連携してスイーツ開発を行ってい

る。

⚫ 学生が日本最北端のお茶である村上茶に注目してハーブティーの開発に取り組み、教

員の指導のもと、 期の卒論研究を通して、地域の製茶業者の協力を得てペットボト

ル化に成功した。地域の航空会社であるトキエアの機内飲料として活用されている。

⚫ ブナの森など地域の自然環境から本学が分離した酵母について、卒論研究で育種、醸

造特性解析を行い、地域の酒造メーカーの協力を得て、小規模ロットの日本酒の商品

化に成功した。次年度以降は仕込み規模を拡大し、一般販売されると共に胎内市のふ

るさと納税返礼品に活用されている。

．．留留学学生生のの支支援援

⚫ 平成 年 月現在、本学には か国から 名の留学生が在籍している。その支

援体制として、 名の職員が配置されており、そのうち 名は外国人職員である。ま

た、外国人の教員も 名在籍しており、留学生が相談しやすい体制を整えている。レ

ポートなどの課題支援および日本語能力試験（ ） 取得支援として、日本語教室

を開講し、日本語能力向上を主眼とする学びの場を提供している。

⚫ 留学生と日本人学生の交流会を年に 回開催し、日本人学生と交流する機会を提供し

ている。また、新潟県国際交流協会からの委託を受けて、毎年「国際理解セミナー」

を開催しており、留学生が母国や文化の紹介をすることで、留学生と地域の方々との

交流を促進している。

⚫ さらに、早期の段階から日本の就職活動事情や就労ビザ等に関する説明会を実施し、

就職活動において個別に対応するなどの支援を行っている。

本本学学でで学学んんだだ専専門門知知識識・・経経験験をを活活かかすす分分野野へへのの就就職職

⚫ 本学ではこれまでに卒業生を カ年にわたって送り出したが、多くが食料産業の広範

な分野に就職している。学則第 条で大学の目的を「食と農に関する広い知識と技術

を総合的に身につける」と定めているが、これに則った教育の成果と考えられる。

⚫ 令和５ 年度を例に挙げると、全就職者の内、食料産業関連企業への就職者率は

であり、業種としては、食品製造業 、食品小売・卸売業 、農業 等農

業支援・農業機械等関連企業 である。このように、卒業生は、食の専門知識・技術

を持ったジェネラリストとして広範な分野の企業に就職しており、社会貢献に繋がっ

ていると判断できる。

 


